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論文内 容の要 1::. 日
唾液腺における実験的腫蕩形成の研究はその歴史がかなり古く，発癌性炭化水素出現以後はかなり
高率にマウスおよびラツテの顎下腺に癌の生成が実証されている口近年 polyoma virus 接種により
マウス耳下腺腫場の発生が見られ， その形態は一種独特な像を呈する乙とが知られている。 また








実験動物は dd 系マウスで生後 60--70 日，体重 20 g 前後の300lJ1を使用した。乙れら動物の右側
耳下腺を露出し，あらかじめ用意した 9 ， 10-dimethyl-1 ，2-benzanthracene 約0.2mg 合有の pellet
争開入した。実験動物のうち 100匹は発癌初期の変化を詳しく知る目的で，挿入後一週間毎定期的に
各 6 p~ずつを15週まで， 他の 200匹は肉眼的に局所に腫脹や潰蕩を認めるか小硬結を触れた時随時
屠殺し， いずれも周囲の健康な唾被腺およびリンパ腺を含めて摘出したり 摘出材料は -200 C の
cryostat 内において新鮮凍結切片となし各種酵素の反応を行ない，その活性と分布を組織化学的に観
察した。検索した酵素は alkaline phosphatase, acid phosphatase, esterase, ß-glucuronidase, 
aminopeptidase, aldolase, aconitase, monoamine oxidase, succinate dehydrogenase, NAD-linked 
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dehydrogenases (lactate, malate, glutamate， α-gl ycerop hosp ha te および ß-hydroxybutyrate
dehydrogenase) , NADP-linked dehydrogenases (isocitrate および glucose-6-phosphate dehvdrｭ
ogenase) である。
形成された脂場-は epidermoid carcinoma (37例) , fibrosarcoma (32例) , polymorphocellular 
sarcoma (8 例) , carcinosarcoma (12例) , cystadenoma (4 例) , adenocarcinoma (2 例)およ
びmalignant pleomorphic adenoma (1 例)である。そのうち日brosarcoma の 2 例に軟骨組織の







が始まると管腔をとりまく細胞の succinate dehydrogenase の活性が著しく低下し，逆に glucose­
-6-phosphate dehydrogenase は漸次その活性が高まり，扇平上皮化生を示すとさらにその活性が増





















著者は dd 系マウスの耳下腺に 9， 10-dimethyl-l ，2-benzanthracene 合有の pel1et を挿入した
発癌尖験を行ない，多種多様の!J重湯形成を見ると同時に，人間のいわゆる配合!日療に類似した mali­
gnant pleomorphic adenoma の実験的形成に成功している。 また著者はこれらの腫虜形成過程を
組織学的に観察すると共に，種々の酵素の反応を行ない組織化学的観察を行なった。その結果，発癌
過程における耳下腺の管系上皮の glucose-6-phosphate dehydrogenase の活性が著しく上昇する乙
とが観察された。乙の所見は発癌過程における代謝において五炭糖燐酸径路が充進している乙とを示
唆し興味深いものと思われる。
以上，著者の成績は，多種多様の実験的腫場形成，とりわけ pleomorphic adenoma の再現によ
り，唾液腫蕩の研究に新たな事実を加えると共に発癌過程の酵素組織化学的所見により癌そのものを
解明しようとする今後の研究に資する乙とが大であろうと思われ，学位論文としてここに推せんした
lì 。
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